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説

一
切
有
部

に
お
け
る
禅
定
体
験

の
記
号
言
語
化

に

つ
い
て

佐

野

靖

夫

1

問
題

の
所
在

説

一
切
有
部

の
言
語
表
象
は
、
三
世
に
実
有
す
る
と
さ
れ
る
法
の
自

性
に
名
身

・
句

身

・
文

身

を
数

え
、

ま

た

パ

ー

リ
語

に

よ

る

が

「
一
切
の
認
識

は
必
ず
対
象

を
持

つ
と
し
て
言
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
部
派
」
な
る
意

味
を
も

つ
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
そ
こ
に
は

一
見
記
述
不
可
能

と
思
え
る
事
象
ま
で
も
精
力
的
に
説
示
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
み
て
と

れ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
ら
は
、
現
代
に
お
け
る
実
証
主
義
あ
る
い
は
形

式
論
理
学

の
手
法
と
は
、
そ
の
方
法
論
と
目
的
に
お
い
て
単
純
な
比
較

を
拒
む
も

の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
論
稿
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま

え
な
が
ら
も
、
禅
定
体
験
と
い
う
修
道
上
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
実
践
手

法
に
お
い
て
、
説

一
切
有
部
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
論
理
構
造
を
駆

使
し
、
そ

の
主
観
的
世
界
観
を
客
観
と
し
て
表
象
し
よ
う
と
し
た
か
を

考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
よ
り
多
く
の
記
述

を
有
す
る

こ
と
を
理
由
に
、
特
に
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
を
中
心
に
み
て

い
く

こ
と

と

す

る
。

II

は
じ
め
に
言
語
化
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
説

一
切
有
部
は
名
身

(単
語
)
・
句
身

(文
章
)
・
文
身

(文
字
)
を
心
不
相
応
行
法
の
所
摂

の

三
種
と
た
て
る
。
こ
れ
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
い
う
思
考
表
象
の
特
性
か
ら

必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ー
ガ
マ
と
い
う
釈
尊

の
言

説

の
解
釈
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
釈
尊

の
言
説

の
絶
対
性
を
位
置
づ
け

　ユ
　

た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
名
身
等
は
、
有
情

数

・
無
執
受

・
等
流

・
業

の
増
上
果

・
無
記
で
あ
り
、
能
説
者
が
こ
れ

ら
名
身
等
を
成
就
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
名

は
非
色
で
あ
り
、
四
薙

で
あ
り
、
義
は
不
可
説
と
さ
れ
る
。
そ
の
名
称

に
、
功
徳
名
・生
類
名
・

時
分
名

・
随
欲
名

・
業
生
名

・
標
相
名

・
仮
想
名

・
随
用
名

・
彼
益
名

・

従
略
名

・
生
名

・
作
名

・
有
相
名

・
無
相
名

・
共
名

・
不
共
名

・
定
名

・

不
定
名
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
さ
ら
に
説
問
に

つ
い
て
は
、

「義
利
を

引
か
ず
、
善
法
を
引
か
ず
、
梵
行
に
順
ぜ
ず
、
覚
慧
を
発
せ
ず
、
浬
藥
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切
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禅
定
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語
化
に
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い
て

(佐

野
)

を
得
」
な

い
問
い
は
捨
置
す
べ
き
と
し
て
、
黙
然
と
し
て
無
記
の
答
え

　
　
　

あ
り
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
説

一
切
有
部

の
言
語
概
念
が
述
べ
ら
れ
る

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
自
性
が
過
去

・
現
在

・

未
来
と
い
う
三
世
に
実
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
客
観
的
対
象
と
し
て

把
握
し
得

る
も
の
と
し
て
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

HI

説

一
切
有
部

は
定

の
名
目
に
、
等
引

・
等

持

・
等

至

・
静
慮

・
心

一
境

性

・

止

・
現
法
楽
住

等
の
諸
種
を

挙
げ
る
の
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
欲
界

・
色
界

・
無
色
界
と
い
う

三
界
の
上
二
界
が
、
八
等
至
と
い
う
、
初
静
慮

・
第
二
静
慮

・
第
三
静

慮

・
第
四
静
慮

・
空
無
辺
慮

・
識
無
辺
慮

・
無
所
有
庭

・
非
想
非
非
想
慮

と
い
う
禅
定
体
験

の
深
化
に
よ
る
世
界

観
を
な
す
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
観
は
も
と
も
と
ィ
ン

ド
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
も
の
で
、
仏
教
は
そ
れ
を
下
敷
に
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
よ
り
仏
教
に
お
い
て
特
徴
的
な
も
の
は
、
四
静
慮
論
と

無
想
定
及
び
滅
尽
定
に

つ
い
て
の
論
及
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
解
明
す
る

た
め
に
取
ら
れ
た
手
法
が
諸
門
分
別
な
ら
び
に
四
句
分
別
、
ま
た

一
行

問
答
、
歴
六
問
答
、
大
小
七
句
問
答
と
呼
ぼ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

諸
門
分
別

の
よ
り
完
成
し
た
手
法
は

『倶
舎
論
』
に
お
い
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
例
え
ば

『大
毘
婆
沙
論
』
に
お
い
て
除
色
想
観
法
を

　ヨ

以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
あ
る
比
丘
が
い
て
、

こ
の
よ
う
な
勝
解
を

な
す
。

「我
が
此
の
身
は
将
に
死
せ
ん
と
す
。
巳

に
死
し
、
将

に
輿
に

上
ら
ん
と
す
。
已
に
輿
に
上
り
、
将
に
塚
間
に
往

か
ん
と
す
。
己
に
塚

間

に
往
き
、
将
に
地

に
置
か
れ
ん
と
す
。
已
に
地
に
置
か
れ
、
将
に

種
々
の
虫

の
た
め
に
食
は
れ
ん
と
す
。
已
に
種
々
の
虫
の
た
め
に
食
は

る
。
此
の
種
々
の
虫
、
将

に
散
ぜ
ん
と
す
。
已
に
散
ず
。
」
と
い
う
観

を
お
こ
し
、
「彼
れ
最
後
に
お
い
て
自
身
を
見
ず
、
ま
た
、
虫
を
も
見

ず
」
と
い
う
除
色
想
を
な
す
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
別
す

る
。

除
色

想

の
自

髄
は
な

に
か
。

慧
を
自
髄

と
な
す
。
名

を
釈
せ
ば
、
能
く
諸

の
積
集

の
色

を
遣
り

て
現
前

せ
ざ
ら
し
む

る
に
よ
る
。
界
を

い

へ
ば
、
色
界
。

地
を

い

へ
ば
、
第
四
静
慮
。
所

依
を

い

へ
ば
、
欲
界
身
に
依

る
。
行
相

を

い

へ
ば
、
不
明
了

の
行
相
。
所
縁

を

い

へ
ば
、
欲
界
を
縁
ず
。
念
住

を

い

へ
ば

、

身
念
住
。
智
を

い

へ
ば
、
世
俗
智

。
等
持

を

い

へ
ば
、
等
持

と
倶

に
非
ず

。
根

を

い

へ
ば
、
捨
根

と
相

磨
す
。

世
を

い

へ
ば
、
三
世

に
通
ず

。
善

・
不
善

・

無
記
を

い

へ
ば
、
善

に
し
て
三
種
を
縁
ず

。
三
界
繋

・
不
繋
を

い

へ
ば
、

色

界
繋

に
し
て
欲
界
繋

を
縁
ず

。
学

・
無
学

・
非
学
非
無
学

な
り
や
を

い

へ
ば

、

非
学
非

無
学
に
し

て
非
学
非
無

学
を
縁
ず

。
見
所
断

・
修
所
断

・
不
断

な
り

や
を

い

へ
ば
、
修
所
断

に
し

て
修
所
断

を
縁
ず

。
自

身

・
他
身

・
非
身

を
縁

ず
る
や
を

い
へ
ば
、
、三
説
あ
り
。
名

を
縁
ず

る
や
義

を
縁
ず

る
や
を

い

へ
ば

、

義

の
み
を
縁
ず

。
加
行
得

・
離

染
得
な

り
や
を

い

へ
ば
、
加
行
得

な
り
。

起

こ
る
威
を

い

へ
ば
、
欲
界

に
あ
り

て
、
色

・
無
色
界

に
は
非
ず
。
ー

と

い
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野
)

う
も
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う

四
句
分
別
と
は
、
よ
り
論
理
的
に
数
学

の
集
合
論
と
同
じ

も
の
で
、
A
と
い
う
集
合
、
B
と

い
う
集
合
、
A
か

つ
B
と

い
う
集
合
、

A
に
も
あ
ら
ず
B
に
も
あ
ら
ず
と
い
う
集
合

の
四
句
を
作
っ
て
論
旨
を

明
ら
か
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
以
下
、

一
行
問
答
等
に

つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

W

ま
と

め

禅
定
体
験

の
記
号
言
語
化
に

つ
い
て
、
説

一
切
有
部
は
後
の
大
乗
唯

識
思
想
の
よ
う
に
心
識
の
仮
法
と
い
う
主
観
的
解
釈
を
な
さ
ず
、

一
切

を
あ
く
ま

で
実
有
す
る
境

(対
象
)
を
も

つ
客
観
的
事
物
と
し
て
取
り

扱
お
う
と
す

る
。
そ
こ
に
お
い
て
禅
定
体
験
は
世
俗
の
日
常
体
験
と
同

様
、
諸
行
無
常

の
五
慈
も
し
く
は
四
纏

の
和
合
と
し
て
存
在
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
説

一
切
有
部
に
お
い
て
、
自
明
の
理
と
し
て
容
認
さ

れ
る
。
な
ぜ

な
ら
そ
れ
は
、
釈
尊
の
言
説

(ア
ー
ガ
マ
)
の
な
か
に
名
・

句

・
文
身
と

し
て
確
か
に
実
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
立
場

に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
説

一
切
有
部
の
展
開
す
る
緻
密
な
網

の
目
の
よ
う
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
、
い
か
に
そ
れ
が
適
合
す
る
か
否
か
で

あ
る
。
諸
門
分
別

の
設
問
形
態
が
、
さ
と
り

へ
の
階
梯

の
ど
の
段
階
の

ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の

は
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
四
句
分
別
等
の
論
理
形
式
と
と
も
に
、
捨

置
す
べ
き
黙
然
と
し
て
の
無
記
の
答
え
を
認
め
た
こ
と
は
、
ア
ビ
ダ
ル

マ
理
解

の
上
で
特
に
重
要
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
は
と
も
す
れ
ば
、
ア
ビ

ダ
ル
マ
は
形
骸
化
し
た
煩
項
で
空
虚
な
議
論
の
積

み
重
ね
で
あ
る
と

い
っ
た
評
が
あ
る
な
か
で
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
は
形
而
上
学
的
遊
戯
で
あ
る

の
で
な
く
、
実

の
と
こ
ろ
あ
く
ま
で
仏
教
と
い
う
宗
教
的
目
的
に
貫
か

れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

1

「夫
利
他
者
。
必
於
名
身
句
身

文
身
。
皆
得
善
巧
。
以
善
巧
故
。
能
為
他

説
慈
界
庭
等
。
令
得
浬
藥
究
寛
饒
益
。
」
〔『
大
毘
婆

沙
論
』

〕

23〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

説

一
切
有
部
、
禅
定
、
諸
門
分
別

(立
正
大
学
大
学
院
)
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